
プリオン病における画像診断基準の検討

解 説

1. WHO基準8例のうち、MRI診断基準によって7例でProbable症例と診断でき
た。MRI診断基準陰性症例はMM2Tタイプの症例であった。.

2. MRI診断基準を用いることで、Probableの診断時期がWHO基準より早期
化した。

3. 死後病理検査でsCJDが確定した生前Possible3症例のうち、MRI診断基
準では2例でProbableと判定された。
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WHO基準Probable40例の診断期間の検討

WHO基準Possible8例のMRI診断基準による検討


